
 

業  種 鉄道・軌道 

取組分野 事故、ヒヤリ・ハット情報等の収集・活用 

テ ー マ 路線図を用いた「リスクマップ」による情報共有、危機感受性向上の取組 

取組の狙い ・個々の乗務員が感じたリスクについて、具体箇所を明示して情報共有す

ることで他乗務員の注意意識が高まる。 

・仲間のリスク抽出行為が目に見えるため、相互協力意識が醸成され、リ

スク等の報告が活性化される。 

・乗務員だけではなく、リスク対策する部署とも情報連携し、フィードバ

ックすることで安心感を与えるとともに会社全体の取組みとして昇華さ

せる。 

具体的内容 乗務員は一人で乗務することが基本であり出勤日も様々であるため、運

転中に得られたリスク情報や運転時の工夫（季節、天候等）、気づきをタイ

ムリーに共有する機会が少なく、個人のみの情報として滞りがちである。 

 

そこで、2020 年３月に乗務員の発案で、路線図を用いた「リスクマップ」

によるリスクの“見える化”を行うとともに、経営管理部門は“見える化”

された情報を基に、対策の実施可否や対策内容等を検討するなど、安全投

資等の意思決定に活用している。 

 



 

１．路線図を乗務員休憩所に掲示し、“乗務員がリスクと感じた情報”や

“実際に体験したリスク情報”を事象毎に３種類に色分けした付箋紙に記

入し、該当箇所に貼り付けて乗務員相互に共有する。なお、路線図は路線

図を途中駅のトロッコ保津峡駅を境に２分割して掲示し、付箋紙を貼り付

けやすいものとした。 

 

 

２．この情報を基に運転中の要注意箇所等を安全推進課が月１回把握し、

リスクアセスメント鉄道部分科などで必要な対策について検討、実施す

る。 

 

３．年度末に１年間で得られた情報を発生事象別に分類し、それぞれの事

象毎に３つの「リスクマップ」を作成し記録として残すとともに、リスク

アセスメント鉄道部分科で毎月対応・対策のトレースを実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

４．斜面防災や軌道等に関する情報は施設課等とも共有し、リスクアセス

メント鉄道部分科などで早急に対応が必要なもの、中長期的に対応するも

のなど振り分け、結果を乗務員にフィードバックする。 

 

取組の効果 １．付箋紙に記入して貼り付けるだけという手軽さのため、報告しやすい

環境が構築された。 

２．個々の乗務員しか知らない情報を収集し共有することで、他の乗務員

の気づきの感性が向上し、乗務員相互の安全意識が高まった。 

３．施設課等の関係箇所への情報連携を行い、迅速に具体的な対応につい

てフィードバックを行う仕組みが確立されたことにより、会社全体の安全

に関する対応力や意識が向上した。 

４．「リスクマップ」の情報を基に、列車の運行に支障を及ぼしそうな樹木

等の伐採計画を立て実施している他、頻繁に立入りが認められる箇所への

注意看板の設置など具体的な対策を実施している。 
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